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１． はじめに 

今年度の研究主題を設定するにあたり、理科の授業を行う際の困りごとについて港区内の教員の声を聞くことにした。 

すると以下のような声が挙がった。 

〇問題をどのようにつくらせたらよいのか分からない。 

〇自分の学校の理科部でない先生方が、問題づくりに苦労されている。 

 〇問題づくりの際、自分が適切に方向付けできているのか、強引に誘導してしまっているのかの判断に迷う。 

〇学年ごとに、問題づくりの仕方がどのように変わってくるのかが分からない。 

   また、令和４年度の全国学力調査の結果を見ると港区の児童は、昆虫の体のつくりや実験器具の名前など個別の知識を

問う問題の正答率は大きく全国平均を上回ったものの、実験結果や観察の気付きから問題を見出す問題の正答率は下回っ

ていた。これらのことを踏まえ、今年度の研究主題を以下の通りとした。 

自然の事物・現象から解決可能な問題を見いだす児童の育成～学年に応じた指導法の確立～ 

 

２．主題について 

 

 まず、児童が問題を見い

だすためには次のようなパタ

ーンがあると考えた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                           次に、これらのパターンを

基に見いだされた問題か

ら、問題づくりを学年に応

じて行う必要性があると考

えた。  

                                                                             この考えを基に今年度の 

                                                                           研究を進め、問題づくりの

あり方や、学年に応じた指

導法を追究することとした。 
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